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明けましておめでとうございます■■■
■■■本年もよろしくお願いいたします

−中日本学校給食物資流通組合連合会−

主な内容
（１面）	 干支、子年のカット

（２面）	 新春を迎えて	 	愛知県知事　大村秀章

（３面）	 新年の挨拶	 中日本学校給食物資流通組合連合会
	 会	長　青木昌博

（４〜７面）	新年賀詞

（８面）	 干支のはなし　今年は庚子
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
、
県
民
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
1
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
植
樹
祭
や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
裏
に
収
め
、
8
月
に
は
愛
知
県
国
際
展
示
場

「
A
i
c
h
i 

S
k
y 

E
x
p
o
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
愛
知
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
一
層
高
め
る
と
と
も
に
、
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
の
基
本
方
針

や
愛
知
県
新
体
育
館
の
基
本
計
画
を
新
た
に
発
表
す
る
な
ど
、「
進
化
す
る
愛
知
」
と
し
て
の
大
き
な
1
歩
を
踏
み
出
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
は
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
加
速
度
的
な
進
展
な
ど
に
よ
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
愛
知
県
が
こ
れ

か
ら
も
、
日
本
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
我
が
国
の
発
展
を
リ
ー
ド
し
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
変
化
を
恐
れ
ず
、
時
代
の
波
を

乗
り
越
え
、
乗
り
こ
な
し
、
新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
一
年
、
世
界
の
様
々
な
国
・
地
域
等
と
連
携
し
、
最
先
端
の
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
基
幹
産
業
で
あ
る
自
動
車
産

業
は
も
ち
ろ
ん
航
空
宇
宙
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
次
世
代
産
業
の
集
積
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
革
新
的
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
最
先
端
技
術
を
持

つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
起
爆
剤
と
し
、
切
れ
目
の
な
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
で
、「
国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
都
市
」
へ
の
飛

躍
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ア
大
交
流
圏
の
形
成
を
見
据
え
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
教
育
・
人
づ
く
り
、
女
性
の
活
躍
、
医
療
・

福
祉
、
環
境
、
雇
用
、
多
文
化
共
生
、
防
災
・
交
通
安
全
、
東
三
河
地
域
の
振
興
な
ど
、
県
民
の
皆
様
の
生
活
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
も
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
、
S
D
G
s
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
愛
知
県
で
は
、
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
会
・
ワ
ー
ル
ド
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ミ
ッ
ト
、
あ
い
ち
技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
な
ど
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
お
越
し
に
な
り
ま
す
の
で
、
万
全
の

準
備
を
整
え
、
愛
知
の
魅
力
を
し
っ
か
り
P
R
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
、「
日
本
一
元
気
な
愛
知
」「
す
べ
て
の
人
が
輝
く
愛
知
」「
日
本
一
住
み
や
す
い
愛
知
」
の
実
現
を
目
指
し
、
県
民
の

皆
様
に
、
笑
顔
で
元
気
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
元
旦

新
春
を
迎
え
て

愛
知
県
知
事

大　

村　

秀　

章
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た
格
別
の
ご
厚
情
を
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
五
月
一
日
に
天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
元
号
と
な
り
日
本
と
い
う
国
の
一
つ
の
メ
モ
リ
ア
ル
な
年
で
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
日
本
が
躍
進
的
な
活
躍
を
見
せ
国
中
が
沸
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
最
中
に

は
大
型
台
風
が
日
本
を
襲
い
大
き
な
被
害
が
出
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
き
る
こ
と
は
予
想
に
易
く
、
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
業
界
と
し
て
は
食
品
の
安
定
供
給
の
面
で
も
考
え
ね
ば
ら
な
い
課
題
が
提
起
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
十
月
一
日
か
ら
は
消
費
税
が
増
税
と
な
り
往
来
の
8
％
か
ら
10
％
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
軽
減
税
率
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

ポ
イ
ン
ト
還
元
も
行
わ
れ
、
複
雑
な
税
制
へ
と
変
換
い
た
し
ま
し
た
。
食
品
業
界
に
関
し
て
申
し
ま
す
と
、
皆
様
既
知
の
こ
と
で
あ
る
と
存
じ

ま
す
が
軽
減
税
率
対
象
の
8
％
の
も
の
と
10
％
が
混
在
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
判
断
基
準
が
分
か
り
に
く
い
な
ど
と
取
り
ざ
た
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
年
末
の
こ
ろ
に
な
る
と
慣
れ
て
き
た
と
い
う
声
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
学
校
給
食
費
の
改
定
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
が
本

当
の
意
味
で
対
策
を
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
、
二
〇
二
〇
年
は
日
本
が
世
界
か
ら
注
目
を
浴
び
る
年
で
あ
り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
と
一
部
競
技
は
札

幌
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
、
世
界
か
ら
日
本
各
地
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
数
年
前
か
ら
こ
れ
に
向
け
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
が
多
く
の
場

面
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
が
試
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
運
に
乗
り
、
日
本
の
学
校
給
食
も
子
ど
も
た
ち
が
栄
養
摂

取
や
栄
養
の
勉
強
の
面
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
楽
し
く
て
お
い
し
い
新
し
い
給
食
で
様
々
な
知
識
も
吸
収
し
て
、
そ
の
知
識
を
海
外
に
向
け
て

発
信
で
き
る
よ
う
な
場
と
な
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
の
具
体
案
な
ど
を
提
供
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
の
干
支
は
庚
子
で
す
。
こ
の
干
支
は
、
今
ま
で
の
環
境
か
ら
新
し
い
環
境
へ
と
発
展
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

は
繁
栄
の
象
徴
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年　

元
旦

新
年
の
挨
拶

中
日
本
学
校
給
食
物
資
流
通
組
合
連
合
会

会
長　

青　

木　

昌　

博
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愛
知
ヨ
ー
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

平　

野　

豪　

治

小
牧
市
大
字
間
々
原
新
田
字
中
島
五
〇
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
八
〉
七
七
︱
三
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
八
〉
七
五
︱
八
七
五
三

素
敵
な
サ
ラ
ダ
計
画
Ⓡ

エ
ス
エ
ス
ケ
イ
フ
ー
ズ
株
式
会
社

　

藤　

原　

志　

朗

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
一
丁
目
一
〇
番
二
九
号

　
　
　
　
　
　
　

白
川
第
八
ビ
ル
五
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
一
八
︱
三
七
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
一
八
︱
三
七
三
六

エ
ム
・
シ
ー
シ
ー
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

水　

垣　

宏　

隆

神
戸
市
東
灘
区
深
江
浜
町
三
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
七
八
〉
四
五
一
︱
一
四
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
七
八
〉
四
一
二
︱
一
九
三
六

カ
ゴ
メ
株
式
会
社

　

稲　

垣　

慶　

一

名
古
屋
市
中
区
錦
三
丁
目
十
四
番
十
五
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
九
五
一
︱
三
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
九
七
一
︱
四
一
〇
六

株
式
会
社
ア
サ
ダ

代
表
取
締
役
社
長　

浅　

田　

康　

裕

名
古
屋
市
中
村
区
稲
西
町
一
八
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
四
一
一
︱
八
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
四
一
二
︱
七
九
七
二

エ
バ
ラ
食
品
工
業
株
式
会
社

名
古
屋
支
店
長　

石　

井　

重　

幸

名
古
屋
市
中
区
錦
一
︱
三
︱
七

ア
デ
ィ
ッ
ト
桜
通
り
九
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
三
一
︱
七
〇
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
三
一
︱
九
三
三
七

大
島
食
品
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

大　

島　

雄　

治

名
古
屋
市
守
山
区
小
幡
南
二
︱
二
︱
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
七
九
五
︱
〇
〇
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
七
九
五
︱
二
五
四
四

株
式
会
社
か
ね
貞

代
表
取
締
役
社
長　

松　

原　

邦　

夫

愛
知
県
み
よ
し
市
莇
生
町

　
　
　
　
　
　
　

上
永
井
田
四
八
︱
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
一
〉
三
四
︱
七
五
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
一
〉
三
四
︱
七
五
五
一

味
の
素
冷
凍
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

黒　

崎　

正　

吉

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
一
四
番
一
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　

日
土
地
銀
座
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
三
〉
六
三
六
七
︱
八
六
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
三
〉
三
五
四
三
︱
六
五
六
一

神
谷
醸
造
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

神　

谷　

和　

男

豊
田
市
高
岡
町
巾
着
二
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
五
〉
五
一
︱
一
三
一
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
五
〉
五
一
︱
一
三
一
二

株
式
会
社
伊
藤
海
苔
店

代
表
取
締
役
社
長　

伊　

藤　

幸　

次

愛
知
県
田
原
市
浦
町
西
側
七
〇
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
三
一
〉
二
二
︱
一
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
三
一
〉
二
三
︱
二
〇
三
〇

株
式
会
社
極
洋　

名
古
屋
支
社

支　

社　

長　

小　

野　

利　

郎

名
古
屋
市
東
区
東
桜
一
︱
四
︱
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
信
ビ
ル
五
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
九
五
五
︱
八
二
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
九
五
五
︱
八
一
三
〇

伊
那
食
品
工
業
株
式
会
社　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

森　

田　

豊　

美

愛
知
県
小
牧
市
小
木
東
一
︱
四
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
八
〉
七
五
︱
六
六
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
八
〉
七
五
︱
六
六
九
九

二
〇
二
〇
年

　元旦

二
〇
二
〇
年

　元旦

謹
賀
新
春

謹
賀
新
春

謹
賀
新
春

謹
賀
新
春

旧
年
中
は
ご
愛
顧
を
賜
り

�

ご
�
�
�

本
年
�
�

�
願
�
�
�

旧
年
中
は
ご
愛
顧
を
賜
り

�

ご
�
�
�

本
年
�
�

�
願
�
�
�

名
古
屋
支
店

支

店

長

執
行
役
員

名
古
屋
支
店
長
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会
報
・
自
費
出
版
物
・
名
簿
等
各
種
印
刷

株
式
会
社
言
文
社

代
表
取
締
役　

赤　

尾　
　
　

好

名
古
屋
市
西
区
枇
杷
島
二
丁
目
六
︱
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
五
八
三
︱
一
一
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
五
八
三
︱
一
七
五
六

コ
ッ
コ
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

竹　

内　

隆　

之

知
多
市
南
粕
谷
新
海
二
丁
目
十
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
九
〉
四
二
︱
二
一
三
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
九
〉
四
三
︱
一
一
八
六

テ
ー
オ
ー
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

高　

橋　

征　

一

東
京
都
豊
島
区
南
長
崎
一
︱
二
︱
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
三
〉
三
九
五
二
︱
一
三
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
三
〉
三
九
五
〇
︱
八
六
九
三

シ
マ
ダ
ヤ
株
式
会
社

名
古
屋
支
店
長　

笠　

原　

仁　

史

名
古
屋
市
中
区
栄
一
︱
二
五
︱
七

　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ル
３
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
二
二
︱
三
四
六
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
二
二
︱
三
四
六
五

テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ク
株
式
会
社

名
古
屋
支
社
長　

新　

井　

政　

行

名
古
屋
市
中
区
伊
勢
山
二
︱
十
二
︱
一

　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｔ
名
古
屋
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
三
二
四
︱
二
〇
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
三
二
四
︱
二
〇
一
五

「
食
」か
ら「
命
」と「
未
来
」を
つ
く
る
。

清
水
冷
凍
株
式
会
社

静
岡
市
清
水
区
袖
師
町
一
三
五
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
四
〉
三
六
四
︱
五
五
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
四
〉
三
六
四
︱
九
〇
八
四

す
ぐ
る
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

宮　

崎　

勇　

二

東
京
都
目
黒
区
緑
が
丘
二
︱
七
︱
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
三
〉
三
七
一
八
︱
六
三
三
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
三
〉
三
七
二
四
︱
二
七
九
三

株
式
会
社
大
冷　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

山　

本　

泰　

広

名
古
屋
市
中
区
錦
一
︱
七
︱
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　

三
同
ビ
ル
錦
八
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
一
八
︱
六
一
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
一
八
︱
六
一
八
二

天
狗
缶
詰
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

伊　

藤　

圭
太
郎

名
古
屋
市
中
区
金
山
一
︱
一
二
︱
一
四

　
　
　
　
　
　
　

金
山
総
合
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
三
〇
〇
︱
五
五
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
三
〇
〇
︱
五
五
五
六

株
式
会
社
新
川
食
品

代
表
取
締
役　

古　

川　

定　

容

愛
北
工
場　

愛
知
県
小
牧
市
河
内
屋
新
田
上
岩
倉
杁
630

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
八
〉
七
二
︱
四
五
五
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
八
〉
七
二
︱
四
五
五
〇

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得

大
栄
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

小　

栗　

広　

秀

本
社
工
場　

岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
門
間
二
二
八
八
︱
一

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
八
〉
三
八
八
︱
二
三
六
六

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
八
〉
三
八
八
︱
二
三
六
七

岐
阜
工
場　

岐
阜
市
東
鶉
二
丁
目
二
五
番
地

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
八
〉
二
七
六
︱
二
四
五
二

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
八
〉
二
七
六
︱
三
七
〇
二

株
式
会
社
津
田
商
店

代
表
取
締
役
社
長　

津　

田　

保　

之

本　
　

社　

岩
手
県
釜
石
市
鵜
住
居
町
第
十
地
割
三
〇
︱
一

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
一
九
三
〉
二
九
︱
一
八
〇
四

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
一
九
三
〉
二
九
︱
一
八
〇
六

工　
　

場　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
一
九
三
〉
二
九
︱
一
八
〇
五

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
一
九
三
〉
二
九
︱
一
八
〇
六

株
式
会
社
ナ
ガ
ノ
ト
マ
ト　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

塩　

澤　

勝　

久

名
古
屋
市
東
区
葵
三
︱
七
︱
十
六

　
　
　
　
　

千
種
ウ
エ
ス
ト
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
九
三
〇
︱
五
〇
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
九
三
〇
︱
五
〇
二
二

二
〇
二
〇
年

　元旦

二
〇
二
〇
年

　元旦

謹
賀
新
春

謹
賀
新
春

謹
賀
新
春

謹
賀
新
春

旧
年
中
は
ご
愛
顧
を
賜
り

�

ご
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�
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本
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�
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�

旧
年
中
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を
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�
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�
�



−6−

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ

中
部
支
社
長　

水　

高　

清　

明

名
古
屋
市
熱
田
区
川
並
町
二
番
十
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
鳥
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
六
八
三
︱
二
五
〇
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
六
八
二
︱
二
六
九
五

日
本
水
産
株
式
会
社　

名
古
屋
支
社

支　

社　

長　

三　

谷　

拓　

己

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
三
︱
二
二
︱
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
五
六
一
︱
五
三
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
五
六
一
︱
五
三
〇
九

株
式
会
社
華ハ

ナ
キ
キ
ョ
ウ

桔
梗

代
表
取
締
役　

𠮷　

村　

龍　

一

名
古
屋
市
中
川
区
伏
屋
二
︱
一
一
一
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
三
〇
一
︱
七
八
二
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
三
〇
一
︱
八
一
六
九

二
方
蒲
鉾
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

二　

方　

道　

正

本　
　

社　

兵
庫
県
豊
岡
市
瀬
戸
七
五
七
︱
一

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
七
九
六
〉
二
八
︱
三
一
二
一

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
七
九
六
〉
二
八
︱
二
二
五
七

東
日
本
営
業
部　
神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
神
奈
川
二
︱
一
七
︱
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
ビ
ル
三
Ｂ

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
四
五
〉
五
九
四
︱
六
六
八
六

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
四
五
〉
五
九
四
︱
六
六
八
七

日
華
油
脂
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

長　

坂　
　
　

篤

東
京
都
中
央
区
明
石
町
八
︱
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
三
〉
五
五
六
五
︱
〇
四
五
五

名
古
屋
営
業
所　

名
古
屋
市
中
区
錦
二
︱
一
八
︱
一
九

　

三
井
住
友
銀
行
名
古
屋
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
二
九
︱
九
六
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
二
九
︱
九
六
九
五

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社総合

代
理
店 　

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
タ
ス

　

坂　

本　

文　

一

名
古
屋
市
中
区
栄
二
︱
二
︱
三
一

　
　
　
　
　
　

ニ
ュ
ー
プ
ラ
ス
ビ
ル
七
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
〇
四
︱
八
七
八
八

携
帯
電
話 

〇
九
〇
︱
三
八
五
六
︱
〇
三
五
一

不
二
製
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

大　

森　

達　

司

本　

社　

大
阪
府
泉
佐
野
市
住
吉
町
一
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ〈
〇
七
二
〉四
六
三
︱
一
五
一
一（
代
表
）

https://w
w

w
.fujioil.co.jp/

天
然
調
味
料
メ
ー
カ
ー

株
式
会
社
マ
ル
ハ
チ
村
松

代
表
取
締
役
社
長　

村　

松　

善　

八

静
岡
県
焼
津
市
下
江
留
一
〇
〇
一
︱
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
四
〉
六
二
二
︱
七
三
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
四
〉
六
二
二
︱
七
六
九
一

株
式
会
社
ニ
ッ
コ
ー

代
表
取
締
役　

山　

﨑　

雅　

史

神
奈
川
県
大
和
市
代
官
一
︱
一
〇
︱
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
四
六
〉
二
六
九
︱
〇
二
一
七
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
四
六
〉
二
六
九
︱
〇
二
八
四

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
株
式
会
社　

中
部
支
社

支　

社　

長　

播　

谷　
　
　

純

名
古
屋
市
中
区
栄
一
︱
九
︱
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｆ
ビ
ル
八
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
三
〇
七
︱
八
七
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
三
〇
七
︱
八
七
三
九

日
清
フ
ー
ズ
株
式
会
社

業
務
用
営
業
部　

中
部
営
業
所

所　
　

長　

桑　

山　

貴　

行

名
古
屋
市
東
区
武
平
町
五
丁
目
一
番
地

名
古
屋
栄
ビ
ル
九
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
九
七
二
︱
八
九
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
九
七
二
︱
八
九
七
三

三
島
食
品
株
式
会
社　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

岩　

本　

直　

樹

名
古
屋
市
西
区
枇
杷
島
五
︱
三
〇
︱
一
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
五
二
四
︱
○
八
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
五
二
四
︱
四
五
五
五

日
東
ベ
ス
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

大　

沼　

一　

彦

名
古
屋
支
店　

名
古
屋
市
熱
田
区
千
代
田
町
一
七
番
八
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
六
八
二
︱
二
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
六
八
二
︱
三
九
六
八

二
〇
二
〇
年

　元旦

二
〇
二
〇
年

　元旦

謹
賀
新
春

謹
賀
新
春

謹
賀
新
春

謹
賀
新
春

旧
年
中
は
ご
愛
顧
を
賜
り

�

ご
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�
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本
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�
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�

旧
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�
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エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

          

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
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株
式
会
社
M
iz
k
a
n　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

横　

山　

光　

之

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
五
︱
二
二
︱
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
駅
中
埜
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
五
六
六
︱
三
四
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
五
六
六
︱
三
四
七
九

株
式
会
社
ヤ
ヨ
イ
サ
ン
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役
社
長　

黒　

本　
　
　

聡

東
京
本
社　

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
丁
目
十
︱
十
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
三
〉
五
四
〇
〇
︱
一
五
〇
〇

株
式
会
社
ツ
ル
ミ
企
画

代
表
取
締
役　

靍　

見　

佳　

利

名
古
屋
市
緑
区
諸
の
木
二
丁
目
一
一
二
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
八
七
七
︱
一
三
一
八

理
研
ビ
タ
ミ
ン
株
式
会
社　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

岩　

崎　

直　

臣

名
古
屋
市
中
区
栄
四
︱
二
︱
二
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
三
八
︱
三
七
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
三
八
︱
三
七
六
七

有
限
会
社 

林
食
品
商
会

豊
田
市
堤
町
上
町
一
〇
二
番

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
六
五
〉
五
二
︱
四
六
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
六
五
〉
五
二
︱
五
三
〇
一

六
甲
バ
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

三　

宅　

宏　

和

神
戸
市
中
央
区
坂
口
通
一
丁
目
三
番
一
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
七
八
〉
二
三
一
︱
四
六
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
七
八
〉
二
四
二
︱
一
三
七
九

業
務
用
食
品
取
扱

株
式
会
社
エ
デ
ィ
オ
ッ
ク

代
表
取
締
役
会
長　

小　

出　

眞　

彰

名
古
屋
市
中
川
区
柳
川
町
一
五
︱
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
六
八
二
︱
八
六
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
六
八
二
︱
八
六
六
七

株
式
会
社
コ
ラ
ン
ト

代
表
取
締
役　

堀　
　
　

雅　

利

名
古
屋
営
業
所　
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
二
︱
十
七
︱
四

ミ
ワ
第
一
ビ
ル
六
〇
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
二
二
八
︱
八
〇
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
二
二
八
︱
八
〇
六
二

株
式
会
社
名
給

代
表
取
締
役
社
長　

青　

木　

基　

博

名
古
屋
市
熱
田
区
新
尾
頭
二
丁
目
二
番
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
〇
五
二
〉
六
八
一
︱
七
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
〇
五
二
〉
六
七
一
︱
七
一
四
四

 

株
式
会
社
ア
イ
ケ
イ

代
表
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八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
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六
六
〉
七
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︱
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瀬
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︱
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︱
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今
年
の
干
支
は
「
庚か

の

子え
ね

」。

今
ま
で
培
っ
て
き
た
も
の
の
成

果
を
発
揮
し
、
新
し
く
出
発
す

る
年
と
い
う
意
味
を
も
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
、
今
年
は
令
和

に
な
っ
て
初
め
て
の
新
年
で
あ

り
、
日
本
が
世
界
か
ら
注
目
を

集
め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
年

で
も
あ
り
ま
す
。

　

気
持
ち
新
た
な
こ
の
年
に
、

改
め
て
干
支
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
二
支

子
（
ね
・
ね
ず
み  

  

し
）

丑
（
う
し  

  

ち
ゅ
う
）

寅
（
と
ら  

  

い
ん
）

卯
（
う
・
う
さ
ぎ  

  

ぼ
う
）

辰
（
た
つ  

  

し
ん
）

巳
（
み
・
へ
び  

  

し
）

午
（
う
ま  

  

ご
）

未
（
ひ
つ
じ  

  

び
）

申
（
さ
る  

  

し
ん
）

酉
（
と
り  
  

ゆ
う
）

戌
（
い
ぬ  

  

じ
ゅ
つ
）

亥 

（
い
・
い
の
し
し  

  

が
い
）

　

今
で
は
こ
れ
を
指
し
て
「
干

支
」
と
い
い
ま
す
が
、
古
来
、

十
干
と
組
み
合
わ
せ
て
用
い
ま

す
。
十
干
は
「
兄
・
幹
（
え
）」、

十
二
支
は
「
弟
・
枝
（
と
）」。

こ
の
組
み
合
わ
せ
で
干
支
は

六
十
回
で
一
周
し
ま
す
。
還
暦

は
、
こ
の
干
支
が
一
ま
わ
り
す

る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
覚
え
ら
れ
る
よ

う
に
と
当
時
（
後
漢
）
の
人
々

に
馴
染
み
の
あ
る
動
物
が
当
て

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
二
支
と
動
物
に
つ
い

て
は
南
方
熊
楠
の『
十
二
支
考
』

を
一
読
す
る
と
興
味
深
い
と
思

い
ま
す
。

十
干

　
十
干
は
次
の
十
種
類
。

甲
（
こ
う
・
き
の
え
）

乙
（
お
つ
・
き
の
と
）

丙
（
へ
い
・
ひ
の
え
）

丁
（
て
い
・
ひ
の
と
）

戊
（
ぼ
・
つ
ち
の
え
）

己
（
き
・
つ
ち
の
と
）

庚
（
こ
う
・
か
の
え
）

辛
（
し
ん
・
か
の
と
）

壬
（
じ
ん
・
み
ず
の
え
）

癸
（
き
・
み
ず
の
と
）

　

こ
の「
き
」「
ひ
」「
つ
ち
」「
か
」

「
み
ず
」
は
、「
木
・
火
・
土
・
金
・

水
」
で
、
陰
陽
五
行
説
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

干
支
は
暦
と
し
て
用
い
ら

れ
て
お
り
「
戊
辰
戦
争
」「
壬

申
の
乱
」「
辛
亥
革
命
」「
甲

子
園
球
場
」
の
由
来
も
そ
う

で
す
。
松
浦
静
山
が
甲
子
の
夜

に
書
き
起
こ
し
た
と
い
う
由
来

を
書
名
に
す
る
江
戸
時
代
の
随

筆
集
、『
甲
子
夜
話
』
と
い
う

も
の
も
あ
り
ま
す
。

今
年
の
干
支

　

今
年
は
「
庚
子
」。
干
支
の

並
び
だ
と
三
十
七
番
目
で
す
。

十
干
に
も
十
二
支
に
も
そ
れ
ぞ

れ
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。
現
在

で
は
動
物
の
意
味
も
干
支
の
意

味
に
含
ま
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
庚
」
は
、「
更
」
の
意
味
を

と
り
、「
あ
ら
た
め
る
・
あ
ら

た
ま
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。

　
「
子
」
は
、「
孳
」
の
意
味
を

と
り
、「
子
を
多
く
う
む
、
ふ

え
る
、
し
げ
る
」
と
い
う
意
味

で
す
。

　
「
ね
ず
み
」
は
強
い
生
命
力

と
繁
殖
力
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
子
孫
繁
栄
・
多
産
・
財
を

築
く
と
い
う
意
味
を
持
ち
ま

す
。ね

ず
み
と
食
に
ま
つ
わ
る
話

　

ね
ず
み
は
大お

お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
の
眷

属
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
国
主

命
は
七
福
神
の
う
ち
の
大
黒

天
と
同
一
視
さ
れ
て
お
り
、
食

料
や
財
宝
を
つ
か
さ
ど
る
五

穀
豊
穣
の
農
業
神
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
右
手
に
小
槌
、
左
肩

に
袋
を
背
負
い
、
米
俵
の
上
に

足
を
か
け
て
い
る
姿
が
一
般

的
で
す
。

　

ま
た
、
ね
ず
み
が
眷
属
（
神

使
）
と
さ
れ
る
の
は
、
大
国
主

命
を
救
っ
た
か
ら
と
も
、
大
黒

天
が
北
方
守
護
だ
か
ら
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

絵
本
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』（
福

音
館
書
店
）
は
、
中
川
李
枝

子
さ
ん
と
山
脇
（
大
村
）
百

合
子
さ
ん
に
よ
る
作
品
で
、

一
九
六
三
年
に
登
場
し
て
か

ら
、
今
も
人
気
の
絵
本
で
す
。

料
理
す
る
こ
と
と
食
べ
る
こ

と
が
大
好
き
な
野
ね
ず
み
の

「
ぐ
り
」
と
「
ぐ
ら
」
は
大
き

な
た
ま
ご
を
森
で
見
つ
け
て

…
。
子
ど
も
と
一
緒
に
読
め

る
お
す
す
め
の
一
冊
で
す
。
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